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 高充填ガラスマトリクスを開発する一環として、ガラスの網目修飾成分である Li, Na, Ca, Zn が耐水性に

及ぼす影響を調査し、さらに、その中で将来的に有用となり得るガラス組成について、SiO2/B2O3比が耐水

性に及ぼす影響も調査した。 
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1. 緒言 

高レベル放射性廃棄物固化ガラスの組成開発は、現行組成に対し、モリブデン酸塩を主成分とするイエ

ローフェーズ(以下、YP)の生成と耐水性低下を同時に抑制することが求められている。先行研究[1]より、ガ

ラスの網目形成成分として SiO2/B2O3比[mol]：1.50~2.00、Al2O3含有量[mol%]：5.05~7.00 を有する領域で、

上記の要求を満たす可能性が示唆された。一方、網目修飾成分である Li, Na, Ca, Zn の含有量が耐水性に及

ぼす影響は調査されていない。そこで本研究では、上記領域に対しこれら元素の含有量変化が耐水性へ及

ぼす影響を、廃棄物固化ガラスを簡素化したガラス組成を用いて評価・考察した。 

 

2. 実験方法 

簡素化ガラス組成にて Li/Na 比[mol]及び Zn/Ca 比[mol]をパラメータとしたガラス作製(1200℃・2 時間)

を行い、YP 生成の有無を確認した。YP が生成していないガラスに対して、MCC-1 法による耐水性試験を

実施した。なお、耐水性は試験前後におけるガラスの質量変化(重量減少法)から浸出率を算出して評価した。 

 

3. 結果・考察 

 図 1 に Li/Na 比の変化に伴う浸出率の変化を示す。図 1 より

Li/Na 比の増加で、浸出率の減少(耐水性の向上)が確認された。ま

た、Zn/Ca 比の増加で浸出率が著しく増加し、この比の減少でも

浸出率がやや増加した。さらに Li/Na 比及び Al2O3含有量を増加

させた組成で、SiO2/B2O3比を 1.75~2.00 とすると、現行組成と同

程度の耐水性を担保出来ることが確認された。詳細は当日発表予

定である。 
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図 1. Li/Na 比変化に伴う浸出率変化 
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